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現在香南市駐在の部隊は…

　平成12年に中期防衛力整備計画が策定、

四国４県の防衛警備・災害派遣・民生協力な

どの任務を担当していた「第２混成団」が廃

止され、「第14旅団」が新編されました。その

なかで、四国各県へ防衛力を分散させるため、

４県への主要部隊の配備を計画し、高知県

には普通科連隊を配備。県内の防衛警備お

よび災害派遣を担当することになりました。

　香我美町議会議員を中心とした有志らが

調査・研究し、平成11年から香我美町だけで

なく５町村が一体となって自衛隊誘致に取

り組んできました。

　平成15年に香我美町鳥越地区が駐屯地に

決定し、現在は進入道にあたる県道奥西川

岸本線改良工事や調整池の造成を行ってい

ます。

　昭和37年から香我美町岸本地区に駐在している第14施設

中隊は第50普通科連隊配備後、徳島県阿南市へ移駐します。

　平成18年３月27日に結成された第50普通科連隊（定員

600～700人）が配置されます。この連隊は香川県善通寺市

の第14旅団で３年間訓練の後、香我美町鳥越地区に移駐

してきます。

　鳥越地区駐屯地に本部隊舎・官舎・体育館・格納庫など

の建築物。Ａコープ香我美北側に官舎（５階建て50戸施設

が２棟）建設。

 平時は教育訓練・災害派遣・民生支援などを行います。

▲香我美町鳥越地区駐屯地完成予定図

配置予定部隊

建設予定施設

 活動の概要

■詳しい問い合わせは香我美庁舎自衛隊立地推進係

　　　　　　　　　　　　　（　 ５５－２１１１）まで

僕らの訓練を
　　見てほしい

県民の皆さんの
　　  力になりたい

北

南

東 西

加藤雄二さん（愛知県出身）

　　　安村昌史さん（高知県出身）

石橋 勉 連隊長（北海道出身）

　３月18日（日）陸上自衛隊「第50普

通科連隊」が創隊１周年記念行事を

香我美市民館周辺を利用し行いま

した。これは平成22年に普通科連隊

が香我美町に駐屯することから住

民との交流を深めることを目的に

開催されました。

　会場には隊員約450人、車両140台

が集まり、訓練紹介や災害派遣に使

用された装備品の紹介。レンジャー

部隊による降下実技、装備品の展示

など日常、見ることのない自衛隊の

仕事を来場者約800人は見物し、隊

員らと交流しました。

野外移動車では移動中も調理が可能。
大なべではカレー200人分も。
野外移動車では移動中も調理が可能。
大なべではカレー200人分も。

讃岐うどんやフランクフルトなど隊員手作り
の出店も好評。

災害派遣時に支給される「個人
リュック」の中身。

レンジャー部隊は香我美市民館の壁
14ｍを急降下。
レンジャー部隊は香我美市民館の壁
14ｍを急降下。

ふれあい
ふれあい

災害援助災害援助
　高知県は日差しがサンサンと輝き南

国を思わせます。その中でも香南市は落

ち着いた良いところ。３年後と言わず、

すぐにでも駐屯したい思いがいっぱい

です。高知の郷土を守る部隊として県民

の皆さんに認めていただいて、力になれ

るよう訓練を重ねていきたいです。

 今回はレンジャー部

隊として参加しました。

新しい環境で生活で

きるのはとても楽し

みです。

陸上自衛隊
第50普通科連隊
創隊１周年記念行事

お菓子も
配ったぞ！

隊員の家族もイベントに参加。駐屯予定地も見てきた
とのこと。

現在の香我美町鳥越地区の様子
ようこ
そ！香
南市へ

ようこ
そ！香
南市へ

軽装甲機動車へ試乗軽装甲機動車へ試乗 記念写真パチリッ！記念写真パチリッ！

駐屯は平成22年の春を予定

　　広報こうなん 2007.4(３) 広報こうなん 2007.4 (２)



Topics まちの話題 opics
opics

香我美町西川地区　秋葉山登頂

秋葉山の上でおにぎりを～♪

夜須町羽尾わくワク村　森林間伐

きれいな森をつくろう

香我美芸能大会

多彩な芸能を披露

青色回転灯パトロール車出発式

学校の見回りもパワーアップ！

　２月26日（月）市内８小学校周辺の見回りを行ってい

るスクールガードリーダー金子繁豊さん（野市町）のパ

トロール車に青色回転灯が付き、出発式が行われました。

これは「のいちタウンポリス」のパトロール車についで

２台目です。夜須庁舎で行われた出発式では、金子さん

が「市民や子どもたちにパトロール車とすぐ認識しても

らえる。これからも身近なおんちゃんとしてがんばって

いきたい」と決意を新たに話されました。

　２月18日（日）羽尾わくワク村ボランティアによ

る森林の間伐が行われました。香美森林組合や中央

東林業事務所など16人の参加で、羽尾大釜荘に集合。

チェーンソーの扱い方の講習を受け、大釜の滝入口

の近くへ。ほかより細い木へテープで印を付け、４

班に分かれ切り倒しました。中には木の枝が引っか

かりなかなか倒れない木も。昼食には地元の野菜を

使ったおかずや、高知ファイティングドックスが田

植えをしたお米を炊いてもらって、おいしくいただ

きました。

　２月18日（日）香我美町西川の登山道から27人が秋

葉山に向けて登りました。これは西川地区活性化協

議会の企画で、この日、秋葉神社で旧正月大祭が行わ

れていました。70分かけて登った参加者は参拝者と

共に「もちばい」など神社の祭りを楽しみました。

　標高400ｍ程からの香南市大パノラマを楽しみな

がら、お弁当をいただきました。帰り道に暖冬のせい

か早咲きのサツキを見つけるなど心地よい春のひと

ときを堪能しました。

卒業生数学校名

赤岡中学校

香我美中学校

野市中学校

夜須中学校

香我美小学校

岸本小学校

野市小学校

佐古小学校

野市東小学校

夜須小学校

吉川小学校

赤岡小学校

27人

55人

147人

37人

34人

37人

14人

94人

40人

55人

36人

18人

卒園児数保育・幼稚園名

野市幼稚園

野市東幼稚園

香我美幼稚園

夜須幼稚園

香我美
　おれんじ保育所

野市保育所

佐古保育所

野市東保育所

夜須保育所

吉川みどり保育所

赤岡保育所

68人

42人

26人

28人

16人

49人

48人

23人

30人

21人

14人

中
学
校

小
学
校

幼
稚
園

保
育
所

平成18年度 卒業・卒園児数

　２月25日（日）「第１回香南市香我美芸能大会」が、香我美市民

会館で行われました。合併に伴う「さよなら公演」を行っていた

芸能大会ですが、ひきつづき行いたいという実行委員会の思い

が実現しての開催でした。各サークルは、日本舞踊やユーモア

あふれる劇など、日ごろの練習成果

を披露しました。昼、夜２回公演が行

われ約600人が集まり、素晴らしい演

技の数々に会場は、拍手や笑いに包

まれていました。　

大きな声でさよならの歌を

　　　　　　　　　　　　　（野市幼稚園）

卒園証書をお母さんに

「いつもありがとう！」（夜須幼稚園）

在校生から花束のプレゼント

　　　　　　　　　　（吉川小学校）

先生との最後の握手

　　　（香我美中学校）

４年生の持つアーチをくぐる（佐古小学校）４年生の持つアーチをくぐる（佐古小学校）

　３月14日（水）の赤岡中学校を始まりに、

市内の小・中学校、保育・幼稚園では平成

18年度の卒業式が行われました。

　卒業生を送る趣向を凝らせた演出など、

保護者や来賓の涙を誘う場面

もありました。

　　広報こうなん 2007.４(５) 広報こうなん 2007.４ (４)



　　広報こうなん 2007.４(７) 広報こうなん 2007.４ (６)

Topics まちの話題 opics
opics

地元の産品を使ってね！

ぴかぴかの遊戯室で

野市東幼稚園 はっぴょうかい

交通安全は家庭・地域・職場から

交通安全母の会　研修会

のいち冒険の森にツリーハウス

とっておきの場所が完成

土佐赤岡どろめ祭り宣伝隊　土佐のおきゃく

ぐうーっと、ぐぐうーっと!!

吉川海岸　不法投棄ゴミ撤去作業

きれいな海岸を取り戻そう！

第１回戦没者追悼式

香南市商工会　第14旅団駐屯地視察
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完
成
し
た
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リ
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ハ
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か
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め
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に
、
児
童
た
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は
「
最
高
！

こ
こ
で
泊
ま
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い
き
た
い
」
な
ど

と
大
喜
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で
し
た
。
　

鏡石町・鏡野町・香南市　防災応援協定締結

来るべき災害に備えて協力

　３月１日（木）福島県鏡石町と岡山県鏡野町、香南市

が災害時にお互い助け合い、救援活動を行う「防災応

援協定」を結びました。この２町と旧香我美町は「がか

み友好町村災害相互応援協定」を結んでいましたが、

今回、香南市として協力関係を新たにしたものです。

　地理的条件から同時に被災する可能性が低い３市

町がこの協定を結ぶことは非常に有意義であり、近い

将来南海地震が予測される香南市に心強い絆が結ば

れました。

　３月10日（土）・13日（火）の両日、吉川海岸で不法投

棄されたごみの撤去が、地域住民や一般ボランティア

や多くの子どもたち、約200人の協力で行われました。

　防波堤と波消ブロックの間には、空き缶や空き瓶な

どのほか、自転車やストーブなども捨てられており、

参加した人たちは、汗をかきながら作業を行っていま

した。２日間で約15トンのごみを収集しました。

　２月23日（金）香川県善通寺市の陸上自衛隊第14旅団

駐屯地に香南市商工会員26人が視察研修に訪れました。

　平成22年に香我美町鳥越地区に駐屯する第50普通科

連隊に備え、隊員が地元産品に関心が持てるように厚生

センターの各テナントを見回りました。各テナントとも

売価が安く、生活用品のアイテムも豊富でした。

　駐屯までに期間もあり、商工会内部で検討を続けてい

く予定です。

　３月９日（金）高知市中央公園で開催されたイベント、土佐

のおきゃく2007「おきゃくでギネス」に、第51回土佐赤岡どろ

め祭り実行委員会メンバー22人が参加しました。

　会場では、どろめ祭りのメインイベント「大杯飲み干し大

会in高知市版」を行い、どろめ音頭の披露やどろめ汁（200食）

を無料で振る舞い、４月開催のどろめ祭りをＰＲしました。

　大杯飲み干し大会への出場者は少なかったものの、「ぐう

ーっと、ぐうーっと、ぐぐーっと」の名行司にあおられ大杯を

飲み干す参加者に、多くの声援がかけられ、会場は盛り上が

りました。
　２月28日（水）老朽化のため改築された遊戯室で、

園児たちの発表会が行われました。

　例年は12月に行いますが、新しい遊戯室を楽しみ

に一生懸命練習してきた園児たちは、劇や合奏など

をいきいきと披露。木の香りに包まれた遊戯室に招

待された保護者たちは、成長したわが子の姿を熱心

にビデオやカメラで追い、さかんに拍手を送ってい

ました。

　２月28日（水）老朽化のため改築された遊戯室で、

園児たちの発表会が行われました。

　例年12月に行いますが、新しい遊戯室を楽しみに

一生懸命に練習してきた園児たちは、劇や合奏など

をいきいきと披露。木の香りに包まれた遊戯室に招

待された保護者たちは、成長したわが子の姿を熱心

にビデオやカメラで追い、さかんに拍手を送ってい

ました。
　２月28日（水）香我美市民館で香南市交通安全母の会（石川

鶴子会長）の学習会が開催されました。

　合併後、広域になったことで新たな活動の指針にと先進地

香美市の会長、村田珠美さんを招きました。村田さんは、身近

に経験した交通事故の悲劇から、この活動への思いがより真

剣なものになったそうです。学習会では、親の立場・女性の立

場からきめ細かく積極的な取り組みと活動の報告がされまし

た。会場では約50人の会員らが熱心に耳を傾け、石川会長は「交

通事情がどんどん変わっていく香南市で、十分な活動ができ

るよう組織力を強くしていきたい」と意欲的に話していました。

　３月10日（土）のいちふれあいセンターで、1,368柱

の御霊をしのぶ第１回香南市戦没者追悼式が開催さ

れました。

　仙頭市長が式辞として平和を守り続ける決意と住

みよい郷土の繁栄を共に誓い、遺族をはじめ約300人

の参列者は、一人ひとりが思いをこめた菊の花を祭壇

に手向けました。

平和の尊さを後世に

▲鏡石町役場で木賊町長に協定書を手渡しました

きずな



美しい水と緑と風に包まれ

　元気で豊かに光るまち

　目標年度（28年度）の人口を37,500人と予測してい

ます。この将来人口は、香南５町村まちづくり計画の

目標人口と自衛隊立地に伴う隊員の増加を見込んで

予測しています。

Ｈ17年
33,541人
Ｈ17年
33,541人

Ｈ28年
37,500人
Ｈ28年
37,500人

　まちが総合的で計画的な行政を進めていくために、

次の３つの計画で構成されます。

を目指して！

　合併して１年を迎えた私たちのまちは、どんなまちを目指すの

でしょうか。

　合併前につくった「香南５町村まちづくり計画」からいろいろな

課題を検討し、みんなが住んで良かったと思えるまちをつくって

いくための設計図。それが「香南市振興計画」です。

香南市振興計画審議会

　審議会は、市議会議員や公共団体の代表者、

公募で選ばれた人など20人の委員で構成さ

れています。　

　委員は「基本理念」に沿って振興計画の内

容を専門的に審議したり、市民の見地から

検討しました。そして、それぞれの目線で今

の香南市の課題をとらえ、「目指すべきまち

の姿（将来像）」の実現のために「７つの目標」

を定めました。18年度に香南市振興計画審

議会は８回にわたって開催され、委員の意

見でとりまとめられたのが「第１次香南市

振興計画」の基本構想案と基本計画案です。

　平成19年２月27日、野崎会長と栁本副会

長が市長に直接手渡しました。

■基本構想

どんな人がどんなことをするの？

■基本計画

■実施計画

まちの将来像に向けて10年間
の目標を定めています。

５年ごとの主な施策を具体化し　
ます。

向こう３年間の事業実施計画を
毎年更新します。

振興計画は３部構成　
になっています

振興計画基本構想

まちづくりの基本理念

課題を目標に！目指すまちに向かって…

振興計画の土台
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に
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光
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　わたしたちのまちは、青い空・碧い海・深い

緑・そして実り豊かな大地に恵まれ、爽やか

な風を感じるまちです。

　この豊かな自然に包まれて、市民一人ひと

りの暮らしの中に幸せを実感できるまちを

創造するためにまちづくりの基本理念を次

のとおり定めました。

　そしてこれは「香南市振興計画」の土台と

なっています。
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　このうち、これから10年間のまちづくりの道し

るべとなる「基本構想」に示した「まちづくりの基

本理念」や「目指すべきまちの姿（将来像）」とそれ

に向けた「７つの目標」などを紹介します。　

　振興計画の基本構想と基本計画は、

市役所本庁市民課（１階）・企画課（２

階）および各支所に用意しています。

また、香南市ホームページからもダ

ウンロードできます。詳しくは

企画課企画統計係　　57-8503へ。

　わたしたちのまちには、少子高齢化にとも

なうこと、コンピューターの普及による高度

情報化によること、また地球温暖化からごく

身近な環境のことなど、さまざまな課題があ

ります。

■南海地震への対策

■海岸の浸食や山林の荒廃などの自然問題

■ごみの減量化や再資源化

■食の安全や生活習慣病

■農・漁業従事者の高齢化と後継者不足

■一人暮らしの高齢者の増加

■引きこもりやいじめ問題

■集落の祭りや習わしの風化

など、審議会で各委員からたくさんの意見が

出されました。

　地方分権への取り組みが進んでいく中で、香南市の財

政は厳しさを増していますが、安心安全でより暮らしや

すいまちづくりのために、この「振興計画」をこれからの

事業に反映させていきます。

　市民と地域と行政が一つにつながって、毎日の生活の

中で一人ひとりが幸せを実感できるまちをつくってい

きましょう。みなさんのご協力をお願いします。

将来人口

まちの課題７つの目標
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知らせ

お

お問い合わせは
こちらまで

●市役所（本庁)  56-0511

　総　務　課　　57-8500

　防災対策課　　57-8501

　財　政　課　　57-8502

　企　画　課　　57-8503

　税　務　課　　57-8504

　市　民　課　　57-8506

　人　権　課　　57-8507

　環境対策課　　57-8508

　保険医療課　　57-8510

　福祉事務所　　57-8509

　上下水道課　　57-8512

　出　納　室　　57-8515

●赤 岡 支所  　55-3111

　健康対策課　　57-7516

●香我美支所　　55-2111

　建　設　課　　57-7518

　農　林　課　　57-7517

  農業委員会　　57-7519

●夜 須 支所　　55-3141

 [教育委員会]

　学校教育課　　57-7521

　こ ど も課　　57-7522

　生涯学習課　　57-7523

　給食センター　　57-7524

●吉 川 支所　  55-3121

　商工水産課　　57-7520

●香 南 消防　　55-4141

人口/34,176人　世帯/13,602戸

（男/16,382人　女/17,794人）  

出生 /   19人　死亡/  33人

転入/  104人　転出/ 107人

対前月比/ 15人減 (19.2.28現在 )

市のうごき

nformationi   informatio n
　　　　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
芸
能
部
で
は
、

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

①
カ
ラ
オ
ケ
教
室
（
初
心
者
）
　

▼
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
～
正
午

②
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ（
一
般
）

▼
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
～
４
時

■
場
所
　
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
３
階
音
楽
室

■
会
費
　
一
カ
月
…
千
円

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
芸
能
部
・
森
下

　
56-

１
０
８
８

　　
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

仲
間
と
自
然
の
厳
し
さ
や
楽
し

さ
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者
　
香
南
市
内
の
小
学

４
年
生
～
中
学
３
年
生
ま
で

■
活
動
　
月
１
～
２
回
（
土
・
日

曜
日
）
ヨ
ッ
ト
や
カ
ヌ
ー
の
操
作

な
ど
い
ろ
い
ろ
体
験
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ
海
の
駅

ク
ラ
ブ
　
57-

１
８
５
５
　

　　
心
身
と
も
に
健
康
で
、
生
き
が 

 

い
を
感
じ
る
心
豊
か
な
生
活
を

目
指
し
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者
　

香
南
市
内
在
住
で
60
歳
以
上

■
開
催
期
間
　
19
年
４
月
～

20
年
３
月
（
月
１
回
・
平
日
昼
間
）

■
場
所
　
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
他

■
受
講
料
　
年
間
五
百
円

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

野
市
中
央
公
民
館
　
56-

１
０
５
６

　
講
演
会
や
野
外
研
修
な
ど
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者
　
香
南
市
内
在
住
で

65
歳
以
上
（
60
歳
以
上
で
も
可
）

■
開
講
期
間
　
19
年
４
月
19
日

～
20
年
３
月
（
月
２
回
予
定
・
午

前
９
時
20
分
～
11
時
）

■
場
所
　
夜
須
中
央
公
民
館
他

■
受
講
料
　
年
間
五
百
円

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
第
２
回
香
南
市
民
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
５
月
24
日
（
木
）

午
前
８
時
ス
タ
ー
ト

■
場
所
　

黒
潮
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
参
加
費
　
三
千
円（
プ
レ
ー
費
別
）

■
募
集
人
数
　
200
人（
先
着
）

■
表
彰
式
・
懇
親
会
　

一
寿
司
会
館
（
会
費
五
千
円
）

■
締
切
り
　
５
月
10
日
（
木
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

香
南
市
商
工
会
（
担
当
・
西
村
）

　
54-

３
０
１
４

　

 

香
南
市
で
は
、
も
し
も
の
時
の

交
通
事
故
に
備
え
た
「
交
通
災
害

共
済
」
の
申
込
み
受
け
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。
加
入
資
格
や
手
続

き
・
見
舞
金
の
金
額
な
ど
の
詳
細

は
、
２
月
号
の
広
報
と
併
せ
て
配

布
し
た
加
入
申
込
書
（
裏
面
）
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

■
加
入
資
格
　

▼
香
南
市
在
住
で
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

▼
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人

■
申
込
み
方
法
　
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
共
済
掛
け
金（
一

人
七
百
円
）
を
添
え
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
先
　

市
役
所
防
災
対
策
課
・
各
支
所

■
問
い
合
わ
せ
先
　

市
役
所
防
災
対
策
課

　

相

談

　

　

パ
ス
ポ
ー
ト

無
料
法
律
相
談
会

一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
！

高
齢
者
学
級
生
募
集
！

　

募

集

　

　
交
通
災
害
共
済
の
加
入

　
　
申
込
み
は
お
済
で
す
か
？

夜
須
町
高
齢
者
生
涯
学
習

　
講
座
受
講
生
募
集
！

海
洋
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

　
　
　
参
加
者
募
集
！

代理人による各種証明書の申請

■問い合わせ先:市役所市民課・税務課

各種証明の種類 委任状なく
申請できる人

左記以外の人が
申請する場合に必要なもの

住民票

外国人登録証明書

住民異動届

戸籍

身分証明

税に関する証明

印鑑証明

本人
同世帯の人

本人
直系親族

本人のみ

本人のみ

本人のみ（印鑑登録証）
代理人（印鑑登録証・代理人の認め印）

■委任状
■代理人の官公署が発行する写真
　付きの身分証明（免許証など）

■委任状
■代理人の官公署が発行する写真
　付きの身分証明（免許証など）
■代理人の認め印

■委任状
■代理人の認め印

　

催

し

　

第
51
回
ど
ろ
め
祭
り

旅
券
窓
口
の
延
長
開
設

広告

赤
岡
の
土
佐
夫
さ
ん

短
編
小
説
集 

『
あ
の
道
こ
の
道
』 

を
出
版

詩 

「
氷
雨
」
第
10
回
佐
川
文
学
賞

詩
集
「
香
長
平
野
」
第
37
回
椋
庵
文
学
賞

小
説
「
凩
」
第
72
回
高
新
文
芸
小
説
入
選
掲
載

小
説
「
ゆ
う
や
け
」
第
14
回
大
原
富
枝
文
学
賞

●
推
薦
・
仙
頭
義
寛
　
香
南
市
長

　
内
容
は
、
短
編
小
説
十
九
編
。
一
編
八
ペ
ー
ジ
程

度
の
読
切
り
。
女
性
向
き
に
ユ
ー
モ
ア
と
、
ほ
ど
良

い
ペ
ー
ソ
ス
を
交
え
、
読
み
終
わ
る
と
微
笑
み
が
零

れ
る
彼
独
自
特
の
作
風
。「
唐
黍
」「
凩
」「
せ
な
か
」「
栴

檀
」「
ゆ
う
や
け
」
は
秀
逸
。
後
編
の
「
凡
百
青
春
記
」

は
、
彼
の
高
校
時
代
を
写
真
添
付
で
セ
ミ
・
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
。
こ
の
作
品
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
家
族
愛
」
で

す
。是
非
、皆
さ
ん
に
お
薦
め
い
た
し
ま
す
。

受賞歴

野
市
・
金
光
堂
書
店
野
市
店

     

古
今
亭
　
中
屋
酒
店

岸
本
・
住
屋
ス
ト
ア
ー

夜
須
・
喫
茶
リ
エ

赤
岡
・
と
さ
を
の
店

販
売
所

主
人
公
は
貴
女
か
も
！

十
八
編
の
短
編
小
説
と

高
知
工
業
時
代
の

　
　
　 

遊
び
の
十
八
編

す
さ

平成19年度

『自衛隊幹部候補生』

募集

携帯サイト〈http://www.mod.go.jp/pco/kochi/itop.htm〉

　野市町西野の一

部の地区（グレー

部分）で、４月より

下水道が使用でき

るようになります。

■詳しい問い合わせ先：市役所上下水道課

　市で発行する各種証明書や住民異動届は、本人が

窓口で申請することを原則としています。都合によ

りご本人が窓口に来られない場合は、代理人の申請

もできますが、次のことに注意してください。

野市町西野

便利な下水道を
利用してね！

区分 募集種目 受付期間 試験日

１次試験
５月19日

試験会場
高知市内

飛行要員
５月19日
５月20日

陸上

海上

一般幹部候補生

一般幹部
候補生

一般幹部
候補生 飛行

飛行

一般

一般

技術幹部候補生

航空

４月１日

５月11日
～　詳しくは自衛隊高知地方連絡部

安芸募集事務所までご連絡ください。

安芸市本町３丁目11-５

（Ｓmile Ａki前２Ｆ）   0887-35-2749

■
日
時
　
４
月
26
日
（
木
）

午
後
１
時
～
４
時
（
受
付
）

■
場
所
　
高
知
グ
リ
ー
ン
会
館

２
階
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
先
　

高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
庶
務
係
　

　
０
８
８-

８
２
２-

０
３
４
０

   

　■
日
時
　
４
月
29
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時
（
小
雨
決
行
）

■
場
所
　
赤
岡
海
浜

■
内
容
　
河
内
音
頭
・
黒
川
英
二

歌
謡
シ
ョ
ー
・
大
杯
飲
み
干
し
大

会
・
漁
船
パ
レ
ー
ド
な
ど

■
会
券
　
一
人
…
二
千
五
百
円（
酒

２
合
・
ど
ろ
め
汁
・
ど
ろ
め
ぬ
た
・

指
定
座
席
料
を
含
む
）

※
会
券
購
入
者
の
中
か
ら
抽
選

で
50
人
に
「
海
の
幸
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
　

▼
会
券
の
販
売
　

香
南
市
商
工
会
　
54-

３
０
１
４

■
問
い
合
わ
せ
先
　

土
佐
赤
岡
ど
ろ
め
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
市
役
所
商
工
水
産

課
内
）
　
57-

７
５
２
０

　
４
月
２
日
か
ら
県
庁
お
よ
び

幡
多
福
祉
保
健
所
の
旅
券
窓
口

の
開
設
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

　
な
お
東
部
旅
券
窓
口
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
で
す
。

〈
県
庁
〉

《
受
付
》
午
前
８
時
45
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　 

午
後
５
時

《
交
付
》
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　 

午
後
５
時
15
分

〈
東
部
〉
県
安
芸
総
合
庁
舎

《
受
付
・
交
付
》
　
火
曜
日

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
午
後
０
時
30
分
～
３
時

〈
幡
多
〉
県
幡
多
福
祉
保
健
所

《
受
付
・
交
付
》
　
月
・
水
・
金
曜
日

　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
先
　
高
知
県
国

際
交
流
課
パ
ス
ポ
ー
ト
班

　
０
８
８-

８
２
３-

９
６
５
６

　
 
 

香
南
市
役
所
●

香
南
市
役
所
●

野
市
小
学
校
●

野
市
小
学
校
●

JA
土
佐
香
美
本
所
●

JA
土
佐
香
美
本
所
●

定価 1000円
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防
災
博
士
の

豆
知
識

　夜須中央公民館屋上へ避難するための外付け階段が整備さ

れました。この階段は、高さ約９ｍの屋上へ避難でき、約460人

を収容できます。この地区で予想される津波高は約６ｍなので、

津波で浸水することはありません。要援護者を抱えて上がるこ

とを配慮して、一般の階段より幅が広く、段差も緩やかです。

　この避難場所を活用する、県道西側の夜須町西町地区自主防

災組織と県道東側の夜須町第６地区自主防災組織の住民には、

避難場所の利用について説明会をいました。

　３月に岸本地区の防犯灯・カーブミラーのポール

など11カ所に海抜表示看板を設置しました。岸本地

区では、次期南海地震の津波で海抜約６ｍ以下の地

域は浸水すると予測されています。「香我美町防災

マップ」にも海抜表示をしていますが、実際に看板

のある場所へ立ち、そこがどのくらいの海抜である

か、実感してみてください。

　昨年12月21日(株)土佐くろしお鉄道所有の

プラットホーム（夜須駅・香我美駅・あかおか駅・

よしかわ駅）を、近隣住民や観光客が、津波か

ら緊急に避難するための一時避難場所として

使用できる協定を結びました。この４駅には、

避難場所の目印となるよう、看板をそれぞれ

設置しています。

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

４
駅
を
津
波
一
時

避
難
場
所
に
利
用

夜須中央公民館屋上

津波避難階段完成

香
我
美
町
岸
本
地
区

海
抜
表
示
看
板
設
置

  informatio n

　

国
民
年
金
　

　
学
生
に
は「
学
生
納
付

　
　
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す

「
安
心
安
全
情
報
」の

ア
ド
レ
ス
が
変
わ
り
ま
し
た

便
利
で
お
ト
ク
な「
前
納
制
度
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

広報こうなん 2006.7 (00)

　

情

報

　

香
南
市
電
子
申
請
等
の
停
止

元気な「ただいま」

が、ききたくて。

　３歳から小学校を卒業するまでの10年間でどれくらい

事故にあっているかを表した全国統計のグラフです。これ

は21人に１人、クラスで1～２人が交通事故で死傷してい

ることになります。

　春です。ピカピカのランドセルを背負った１年

生や新入園児たちが、学校や幼稚園・保育所に通い

始め、まちには子どもたちの元気があふれます。

　しかし、子どもたちの生活環境は大きく変わり、

慣れない通学路で交通事故にあうことが多いのも

この時期です。

子どもたちを交通事故から守るために…

■ 保護者の皆さんへ
３歳から13歳になるまでの10年間に約21人に１人が交通事故に！

３歳時 3,339人

４歳 3,932人

５歳 4,568人

６歳 7,202人

８歳 7,030人

７歳 8,195人

９歳 6,355人

12歳 6,074人

10歳 5,644人

11歳 5,304人

　

 

香
南
市
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス

テ
ム
、
電
子
ロ
ッ
カ
ー
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
て
進

め
て
参
り
ま
し
た
が
、
パ
ス
ワ
ー

ド
の
複
雑
さ
が
あ
る
な
ど
、
皆
さ

ん
期
待
の
サ
ー
ビ
ス
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
ま
で
の
利
用
状
況
や
今

後
の
運
用
経
費
な
ど
を
考
慮
し
、

19
年
３
月
末
を
も
ち
ま
し
て
停

止
致
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

市
役
所
総
務
課
情
報
推
進
係

▼
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

h
t
t
p
:
/
/
a
n
z
e
n
.
c
i
t
y
.
k
o
c
h
i
-

konan.lg.jp/community/

▼
携
帯
電
話
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

h
t
t
p
:
/
/
a
n
z
e
n
.
c
i
t
y
.
k
o
c
h
i
-

konan.lg.jp/community/mobile

■
配
信
を
希
望
さ
れ
る
人
　
　

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
入
力
画

面
よ
り
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。
迷
惑
メ
ー
ル

防
止
の
た
め
に
受
信
制
限
を
し

て
い
る
場
合
は
、「c

i
t
y
.
k
o
c
h
i
-

k
o
n
a
n
.
l
g
.
j
p

」
を
受
信
可
能
に

設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　　　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の

人
は
、
20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国

民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
保

険
料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
学
生
は
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

を
利
用
で
き
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、
承
認
を

受
け
た
期
間
は
未
納
の
取
扱
い

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
者

　
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
な
ど
に
在
学
す
る
20
歳
以

上
の
学
生
で
、
学
生
本
人
の
前
年

の
所
得
が
百
十
八
万
円
以
内
の

人
（
18
年
度
の
所
得
基
準
）

※
扶
養
親
族
な
ど
が
い
る
場
合

や
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
数
や
金
額
に
応

じ
た
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
承
認
期
間

　
19
年
４
月
～
20
年
３
月
ま
で

▼
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…

　
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
（
25
年
以
上
）
に
も
算
入
さ

れ
ま
す
が
、
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
将
来
、
受
け
取
る
年
金

額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め
に

も
10
年
以
内
に
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
付
（
追
納
）
し
ま
し
ょ
う
。

※
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
３

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合

に
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の

加
算
額
が
か
か
り
ま
す
。

▼
申
請
手
続
き
　
市
役
所
保
険

医
療
課
国
民
年
金
係

※
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
（
前

年
度
に
承
認
を
受
け
て
い
た
人
も
、

再
度
申
請
が
必
要
）
。
申
請
が
遅

く
な
る
と
、
万
が
一
の
時
に
障
害

基
礎
年
金
等
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　
年
金
手
帳
、
学
生
証
の
写
し
ま

た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑
（
本
人

署
名
の
場
合
は
不
要
）
な
ど

※
学
生
以
外
の
方
に
は
、「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」
や
「
申
請
免

除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
19
年
度
の
保
険
料
は
、
４
月
か

ら
１
カ
月
一
万
四
千
百
円
と
な

り
ま
す
。
一
定
期
間
分
の
国
民
年

金
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
付
す

る
「
前
納
制
度
」
を
利
用
す
る
と
、

割
引
が
あ
り
大
変
お
得
で
す
。
４

月
か
ら
１
年
分
も
し
く
は
半
年

分
の
前
納
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

４
月
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付

さ
れ
る
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

案
内
書
」
に
添
付
さ
れ
た
前
納
用

納
付
書
で
、
５
月
１
日
（
火
）
ま
で

に
お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

南
国
社
会
保
険
事
務
所

　
０
８
８-

８
６
４-

１
１
１
１

津波に備えて
　新たに津波避難場所として指定された場所

や看板を紹介します。自主防災組織や地域で

再確認し、避難経路の確認をお願いします。
■問い合わせ先

防災対策課　　57-8501

■問い合わせ先　香南警察署　 55-0110

                防災対策課交通安全係

■ 地域の皆さんへ

■ ドライバーの皆さんへ

　お子さんと一緒に前もって通学・通園路を歩いておきま

しょう。子どもの目線で一緒に歩いてみると意外なところ

に危ないことがあります。危険個所のチェックや信号機、横

断歩道の渡り方などを確認しながら歩くと効果的です。

　道草をしたり、友達とおしゃべりしながらの通学・通園

は子どもたちの成長にはかかせません。でも、度が過ぎる

と事故につながることも。いつもの道を通る子どもたちが

危ないことをしていたら、声がけをするなど地域の皆さん

の温かい見守りをお願いします。

　子どもはいつ・どこから飛び出して来るかわかりません。

事故の発生状況を見ると「道路の横断中」が最も多く、その

原因の半数以上は「飛び出し」です。

　特に通学路や住宅地などの生活道路では、周囲にしっか

り目配りし、子どもの早期発見に努めてください。

危険個所のチェックを

見守り・声がけを

飛び出し注意！

死傷者数被害年齢

　
子
ど
も
の
交
通
事
故
は

私
た
ち
大
人
の
責
任
で
す
。

　
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　５月１日より新しい路線・ダ

イヤでの運行となります。

　詳しくは、市ホームページお

よび本庁・各支所に置いてある「香

南市営バス・新しい時刻表等の

お知らせ」にてご確認ください。

市営バスの運行が変わります！

■問い合わせ先 市役所企画課

57-8501

わ
た
し
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私たちにできることから３

問い合わせ：環境対策課 57-8508

Ｃ hild care support
あなたの子育てを応援します

あなたの「ごみ」は回収されていますか？
ま
ち
の
子
育
て
応
援
団

■ちびっことママランド

家
庭
で
子
育
て
に
奮
闘
し
て
い
る
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
。

育
児
や
し
つ
け
、
遊
び
場
や
健
康
の
こ
と
・
・
・
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

子
育
て
は
大
変
だ
け
れ
ど
、
仲
間
が
い
て
気
軽
に
相
談
も
で
き
る
、

安
心
し
て
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
遊
べ
る
。
そ
ん
な
親
と
子
の
た
め

の
場
所
・地
域
で
子
育
て
を
楽
し
む
場
所
が
あ
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
そ
し
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、

遊
び
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ＮＥＷ！

子育て支援センターに行ってみよう。■

保育所・幼稚園に通っていないお子さんの子育てをがんばっている皆さんへ

電話相談

面接相談

施設開放

月～金曜日 10:00～16:00

火・木曜日  9:30～11:00

月～金曜日 10:00～16:00

野市保育所

野市

しっかり分別！みんなで、もっと！ 　担当の保育士が子育て相談を受けたり、施設を開放して保護者

の交流や情報交換の場となっている「子育て支援センター」。

下記の保育所で開設しています。

　■ 詳しくは、各保育所・教育委員会こども課へ。

19年４月から開設します。
施設の開放は６月からです。

電話相談

面接相談

施設開放

月～金曜日 10:00～16:00

水・金曜日  9:00～11:00

月～金曜日 10:00～16:00

赤岡保育所

（つながれ広場）

赤岡・吉川

電話相談

面接相談

施設開放

月～金曜日 13:00～16:00

火・木曜日  9:30～11:00

月～金曜日 10:00～16:00

夜須

（あのね広場）

香我美おれんじ保育所

香我美

電話相談

面接相談

施設開放

　　水曜日 10:00～16:00

水・金曜日  9:30～11:00

月～金曜日 10:00～16:00

夜須保育所

夜須

（すくすく広場）

■ 幼稚園の園庭開放をしています。 
● 野市幼稚園

● 野市東幼稚園

第２・４木曜日  9:30～11:00（５月24日から開始予定）

第１・３木曜日  9:00～11:00（６月７日から開始予定）

■ 一時保育事業でサポートします。
夜須保育所　　　　　　　　　　　　　と　　　　　 では、未就園児を対象

に、通院・介護・出産・急な仕事や外出などで、一時的に保育ができな

い時に保育所内で、幼児（１歳～就学前）をお預かりします。

香我美おれんじ保育所

（うさぎらんど）

（なかよしくらぶ）

● 時間：第４火曜日　10:00～11:30

　親子で自由に集まって、おしゃべりしたり一緒に遊んだりする

広場です。

■ 問い合わせ：教育委員会こども課・各幼稚園

■ 問い合わせ：健康対策課 

　家庭教育サポーターや民生委員さんが親子遊びや子育てのアドバイス

を行っています。

■にこにこルーム

● 開放日：毎日　8:30～17:00

■ 問い合わせ：教育委員会こども課・各保育所

今もまだ、こんな場所が… 収集業者の人に聞いた苦労話…

　一人ひとりの気持ち・意識が大切です。
　あなたの地域を自慢の場所に！

　香南市になってごみの出し方が統一され、戸惑ったり不便に感じた人もいる

かと思います。１年たった今、まちのごみステーションではどうでしょうか？

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

教育委員会こども課

夜須町坪井270-3
赤岡保育所
香我美おれんじ保育所
野市保育所

赤岡町1361-1香我美町下分711-2
野市町西野645

野市幼稚園野市町西野630野市町中ノ村770

54-4343

夜須保育所夜須町坪井1557-1

54-2471

56-0659

56-1953
野市東幼稚園

55-5357

57-7011

57-7522
赤岡町475-5

健康対策課 
57-7516

● 場所：のいちふれあいセンター１階 にこにこルーム　

■ 問い合わせ：健康対策課 

！ ！

！

　

　収集してきた指定袋の中に、　　　　何かを入れた小さ

なレジ袋がよく入っています。

　何が入っているのか判らないので、一つ一つ開けて分別

しないといけないのですが、ギュッと結んであるとすごく

手間がかかりますし、間違って刃のついた　　　　カミソ

リが入っていて手を切ってしまったことも・・・。

　資源ごみの袋の中に、このような小袋を入れないよう、お

願いします！

　使えるのは「燃えるゴミ指定袋」と
「資源ごみ指定袋」だけ！

決められた袋で！ 分別はきちんと！

決められた場所へ！

①カン類→金属類　②汚れのひどいサランラップなど→燃えるゴミ
③ペットボトル→ペットボトル　④ライターとカミソリ

！

　分別は確かに手間がかかりますが、習慣付けや意外な工夫

で楽しみながら出来てしまいます。町内会やPTA、サークルな

どで分別についての学習会などをしてみませんか？

　出前講座をさせていただきます。ぜひ、ご連絡ください。

　また、香南市のごみの分け方や出し方を詳しく載せた「香

南市ごみ冊子」は、本庁環境対策課・各支所に置いています。

■
不
法
投
棄
は
、
５
年

以
下
の
懲
役
も
し
く

は
１
千
万
以
下
の
罰
金
、

ま
た
は
、
こ
の
両
方
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。

① ②

③ ④

　ぼくもごみの分別を
　　　　がんばっています。
皆さんのご協力を
　　　お願いします！

　間違ってそのまま入れ

てしまいがちですが…。

ライターは「粗大ごみ」、

カミソリの刃は

外して「金属類」

です。

「香南市ごみ冊子」の「ごみ辞典」は

500品目を50音順に、分別や出し方

の紹介しています。

■
収
集
で
き
な
い
ご
み
が
い
つ

ま
で
も
放
置
さ
れ
て
い
る
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。
あ
な
た
の
地

域
に
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

決められた日・時に！ プラスチックの資源ごみ袋の中から…。

● 時間：第２・４月曜日と第２水曜日（予定）　10:00～11:30

● 場所：のいちふれあいセンター４階 日本間　

※施設の利用は、事前に「申込み書」の提出をお願
いします。
申込み書は、本庁市民課・のいちふれあいセンター・
野市保育所・教育委員会こども課にあります。
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地中に眠る歴史発掘！地中に眠る歴史発掘！
　
長
州
･
山
口
県
生
ま
れ
の
私
は
、

土
佐
へ
嫁
し
て
四
十
二
年
。
今
や

九
分
五
厘
「
土
佐
の
お
ば
さ
ん
」

の
顔
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
五
厘
を

削
っ
た
理
由
の
ひ

と
つ
は
、
土
佐
弁
を

マ
ス
タ
ー
し
た
と

自
負
し
て
い
る
も

の
の
、
今
ひ
と
つ

言
い
回
し
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
欠
け

て
い
て
完
全
と
は
言
え
な
い
こ
と
、

も
一
つ
、
生
ま
れ
育
っ
た
山
里
へ

望
郷
の
念
が
拭
い
き
れ
な
い
で
い

る
こ
と
、
こ
の
二
つ
が
五
厘
不
足

と
い
う
わ
け
で
す
。

 

喜
ば
し
い
こ
と
に
、
土
佐
と
長

州
は
そ
の
昔
、
近
代
日
本

に
向
か
っ
て
重
い
扉
を
開

い
た
こ
と
は
ご
存
じ
の
こ

と
で
し
ょ
う
。

 

土
佐
の
坂
本
龍
馬
、
長

州
の
吉
田
松
陰
は
海
外
に
目
を
馳

せ
、
新
生
日
本
に
命
を
賭
け
ま
し

た
。
そ
の
カ
リ
ス
マ
性
に
感
銘
を

受
け
た
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
日
本
の

初
代
総
理
大
臣
は
、
松
下
村
塾
に

学
ん
だ
伊
藤
博
文
で
、
彼
の
生
誕

地
は
私
の
実
家
か
ら
す
ぐ
近
く
に

あ
り
記
念
館
も
建
っ
て
い
ま
す
。

 

さ
て
坂
本
龍
馬
で
す
が
、
土
佐

人
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
誇
れ
る
人

物
は
出
現
し
な
い
で
し
ょ
う
し
、

近
代
日
本
史
の
中
で
龍
馬
は
ま
さ

に
私
の
最
愛
の
ア
イ
ド
ル
な
の
で

す
。
だ
か
ら
九
分
五
厘
の
土
佐
人

と
し
て
お
願
い
し
た
い
の
は
、
坂

本
龍
馬
の
よ
う
な
土
佐

人
気
質
の
優
れ
た
指
導

者
に
、
接
す
る
機
会
が

な
い
も
の
か
と
夢
に
ま

で
見
て
い
ま
す
。

　
香
南
市
が
誕
生
し
て
丸
一
年
。

そ
れ
ぞ
れ
の
市
民
の
持
つ
夢
や
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
尊
重
し
、『
和
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
『
人
権
福
祉
の
ま

ち
』
と
し
て
、
よ
り
よ
き
行
政
指

導
を
と
念
願
す
る
次
第
で
す
。

　
五
厘
不
足
の
私
。
一
市
民
と
し

て
種
々
の
文
化
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
画
し
な
が
ら
、
楽
し

い
人
生
を
仲
間
と
共
に
過
ご
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
　
（
赤
岡
町
・
絵
金
ま
さ
こ
）

土
佐
人
気
質

おおきくなーれ!!
みてみて！うちの子

『おおきくなーれ』コーナーでは２歳の誕生日までのお子さんの

応募をお待ちしています。■総務課秘書広報係    56-0511

　香我美・野市図書館では４月１日より本の宅

配サービスを開始します。対象図書は、持ち出し

禁止図書などを除く両図書館の所蔵図書です。

●対象者……香我美・野市図書館で図書貸出登録を済ませた

香南市在住者（高校生以下は対象外）

●利用方法…希望者は電話かＦＡＸで申し込んでください。

郵送料は個人負担。日本郵政公社の「冊子小包郵便」を利用で

きます。なお身体障害者手帳をお持ちの人は貸出を行う前に

申し出てください。「心身障害者用冊子小包郵便」扱いにより

郵送料が半額となります。
　建物や道をつくる前には必ず、開発地域に遺

跡があるかを調べます。聞き取りや歴史の背景

から調査してつくった包蔵図を頼りに発掘調査

を行います。試しに穴を掘る「試掘調査」や「立会

調査」を行い、遺跡があると判明した所だけ発掘

調査します。

　教育委員会を主体に調査の規模や期間などを

考えて、地元近隣の人たちに集まってもらって

います。

●東野土居遺跡（野市町）

どうして遺跡があるとわかるの？

か
　
た
　
ぎ

は

か

発掘調査に参加して28年

大ベテランの

佐野宣重さん
香我美町（88歳）

本の貸出・返却を郵送《有料》で行います

【冊子小包料金表】

重量

料金

～150g

180円 210円 290円 340円 450円 590円

～250g ～500g ～１Kg ～２Kg ～３Kg

※図書館から郵送の際、着払料20円が必要です。

※返却の場合、郵便切手を貼っての返却も可

■問い合わせ先（香我美図書 　55-0022・野市図書 　56-3434）

　
　
 本
の宅
配サービスはじめます

　
　
 本
の宅
配サービスはじめます

　
　
 本
の宅
配サービスはじめます

香南市の

▲３月は野市町西野遺跡群を発掘

年を取って

隠居仕事として

掘るのが楽しみよ

発掘現場からどんなのもが出土したの？

どんな人が発掘調査をしてるの？

●西野遺跡群ルノ丸地区（野市町）

■詳しく遺跡発掘について知りたい人は教育委員会

生涯学習課文化振興保護係（　　57-7523）まで問い

合わせください。

▲古代～中世の溝跡

▲掘り終えた昔の生活跡

弥生土器のつぼ

　香南市では各所で農道整備や宅地開発に

伴う、埋蔵文化財の有無の調査と保護をお

こなっています。出土した生活の跡や土器

などには、当時の生活や歴史の背景を知る

手がかりが秘められています。

　西野遺跡群に位置し、弥生時代と古墳時代の竪穴

住居跡が20棟以上も発見されました。また、平安時

代の堀立柱建物跡や土坑墓なども発見されています。

出土品は弥生土器・土師器・須恵器などが多量に出

土しており、なかでも鉄製品

の刀子や鋤先、完全な形に近

い甑（蒸し器）も出土してい

ます。

とう　す すきさき

は　 じ　 き

は　 じ　 き

す 　え　 き

す 　え　 き

こしき

▲カマドから出土した甑

　立山神社の北側に位置し、古代～中世の溝などが発

見されました。土師器・

須恵器・中世の陶磁器

などが出土しました。

【考古学用語】

※古代…奈良～平安時代

※中世…鎌倉～江戸時代にはいるまで

※土師器…古墳～古代の赤色の素焼土器

※須恵器…古墳～古代の灰色陶質土器

▲

中
世
の
椀わん

18年度は開発申請が出された野市町を中心に
発掘調査を行ってきました。

　　広報こうなん 2007.4(17) 広報こうなん 2007.4 (16)



《写真の部》・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【褒状】

　〔野市町〕横田啓輔

【奨励】

　〔香我美町〕河野彰子

　〔野市町〕太田和子・坂本守正

【入選】

　〔野市町〕寺田秀章・川村邦夫・野嶋積

　　　　　岩神智明・大庭延美・吉川健一

　　　　　島内美智子・野村初枝・武田啓愈

　　　　　是沢正二郎・恒石丹・石本雅子

　　　　　小笠原栄八・小松礼子・戸梶裕之

　〔夜須町〕浦田義一

　〔吉川町〕門田博道

《絵画（日本画の部）》・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【褒状】

　〔野市町〕弘田純一

【入選】

　〔野市町〕常石峰子・枝常勲・眞島寿子

　　　　　田村健一・田内晶子

　〔吉川町〕中澤和恵

香南市美術展覧会

第１回

■審査員

英伸三（写真）

大野祥雲（書道）

宮地俊一郎（洋画）

山本梅尾（日本画）

洋　画

出品作品数部　門

397点写　真

57点書　道

41点

22点日本画

写真：「笑顔」

高松 是寿（安田町）

書道：「陳子昴詩」

福原 曉雲（東洋町）

洋画：「Ｋ氏の宝物」

中谷 政勝（野市町）

日本画：「海音」

峯積 武夫（高知市）

写真の部：1月20日～28日
書道・絵画の部：2月24日～3月4日
野市図書館で開催

　会期中、写真の部は670人、書道・

絵画の部は607人の観客が市内外から

来場しました。

　写真の部では、特選作品のモデル

になった人が四万十市から見に来る

など、作品の前で記念写真をとったり、

入選した作品を喜びあったりと香南

市初めての美術展覧会は好評のうち

に幕を閉じました。

空
　
手

剣
　
道

ペ
タ
ン
ク

サ
ッ
カ
ー

野
　
球

駅
　
伝

駅
　
伝

相
　
撲

競
　
歩

卓
　
球

体
　
操

マ
ラ
ソ
ン

ゴ
ル
フ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

スポーツトピックススポーツトピックス

【
第
３
回
山
北
み
か
ん
ペ
タ
ン
ク

大
会
】

■
２
月
11
日（
日
）

■
山
北
イ
ベ
ン
ト
広
場

優
　
勝 

七
福
神（
西
川
静
夫
・
佐

野
義
郎
・
寺
内
敏
弘
）〔
香
我
美
町
〕

準
優
勝 

香
北
ベ
ア
ー
ズ
（
能
瀬

東
作
・
横
谷
晃
躬
・
岡
本
恭
一
）〔
香

美
市
〕

３
　
位
　
芸
西
Ｔ
２
Ｋ
（
筒
井
久

子
・
高
松
見
来
恵
・
梶
佐
古
直
子
）

〔
芸
西
村
〕

３
　
位
　
は
く
じ
ゅ
そ
う
か
な（
公

文
武
司
・
大
和
洋
児
・
高
橋
佳
奈
）

〔
香
美
市
〕

【
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
周
回
駅
伝
競
走

大
会
】

■
２
月
18
日（
日
）

■
南
国
市
石
土
池
周
回
コ
ー
ス

■
壮
年
の
部

５
位
　
香
南
市
Ａ
（
竹
崎
省
夫
・

杉
野
誠
一
・
野
島
利
英〔
夜
須
町
〕・

近
森
弘
明
〔
香
我
美
町
〕・
中
平
博

〔
香
美
市
〕）

【
第
４
回
三
劒
杯
争
奪
少
年
剣
道

個
人
錬
成
大
会
】

■
２
月
24
日（
土
）

■
大
阪
府
岸
和
田
市
総
合
体
育
館

《
中
学
校
男
子
２
・
３
年
生
個
人

の
部
》

２
位
　
宇
賀
俊
輔〔
野
市
中
３
年
〕

【
第
33
回
関
西
選
抜
少
年
剣
道
優

勝
大
会
】

■
２
月
25
日（
日
）

■
大
阪
府
岸
和
田
市
総
合
体
育
館

《
小
学
校
団
体
の
部
》

敢
闘
賞
（
ベ
ス
ト
８
）
　
野
市
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
部
Ａ
（
佃

隼
斗
・
片
岡
敦
・
宇
賀
映
輔
・
西
内

文
哉
・
福
本
裕
大
）〔
野
市
東
小
６

年
〕

《
中
学
校
団
体
の
部
》

３
位
　
野
市
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
剣
道
部
（
宮
崎
健
裕
〔
野
市
中

３
年
〕・
森
信
天
〔
野
市
中
２
年
〕・

宇
賀
俊
輔〔
野
市
中
３
年
〕）

【
第
３
回
の
い
ち
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

愛
好
会
コ
ン
ペ
】

■
２
月
25
日（
日
）

■
野
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

《
男
子
》

優
　
勝
　
長
澤
正
太
郎〔
南
国
市
〕

準
優
勝
　
南
場
計
佐
清〔
香
美
市
〕

３
　
位
　
堀
内
功〔
香
美
市
〕

４
　
位 

松
木
良
暢〔
野
市
町
〕

５
　
位 

武
田
博
道〔
野
市
町
〕

《
女
子
》

優
　
勝
　
西
村
節
子〔
吉
川
町
〕

準
優
勝
　
山
本
綾
子〔
野
市
町
〕

３
　
位
　
吉
川
峰
子〔
野
市
町
〕

４
　
位
　
長
谷
田
文
恵〔
野
市
町
〕

５
　
位 

長
澤
光
子〔
南
国
市
〕

【
第
60
回
香
南
市
家
庭
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
記
念
大
会
】

■
２
月
25
日（
日
）

■
野
市
総
合
体
育
館

優
　
勝
　
野
市
体
協

２
　
位
　
香
我
美
マ
マ

３
　
位
　
夜
須
マ
マ

４
　
位
　
野
市
マ
マ

【
第
１
回
香
南
市
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
】

■
３
月
２
日（
金
）

■
香
我
美
町
徳
王
子
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場

優
　
勝
　
香
南
ク
ラ
ブ
〔
香
我
美

町
・
夜
須
町
・
吉
川
町
・
香
美
市
〕

準
優
勝
　
大
谷
ク
ラ
ブ〔
高
知
市
〕

３
　
位
　
徳
王
子
Ｂ〔
香
我
美
町
〕

【
第
１
回
香
南
市
長
杯
オ
ー
プ
ン

ゴ
ル
フ
大
会
】

■
３
月
３
日（
土
）

■
土
佐
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

《
全
員
対
象（
シ
ン
グ
ル
ペ
リ
ア
）》

優
　
勝
　
濵
谷
晃
〔
香
我
美
町
〕

準
優
勝
　
島
﨑
隆
弘
〔
吉
川
町
〕

３
　
位
　
福
井
幸
生
〔
吉
川
町
〕

《
一
般
の
部
（
グ
ロ
ス
）
》

優
　
勝
　
畑
山
悦
男
〔
野
市
町
〕

準
優
勝
　
小
松
高
峯
〔
土
佐
Ｃ
Ｃ
〕

３
　
位
　
谷
内
保
仁
〔
土
佐
Ｃ
Ｃ
〕

《
シ
ニ
ア
の
部
（
グ
ロ
ス
）
》

優
　
勝
　
久
保
勝
〔
香
我
美
町
〕

準
優
勝
　
久
武
守
芳
〔
赤
岡
町
〕

３
　
位
　
髙
野
守
正
〔
赤
岡
町
〕

《
レ
デ
ィ
の
部
（
グ
ロ
ス
）
》

優
　
勝
　
川
久
保
百
合
子〔
野
市
町
〕

準
優
勝
　
佐
々
木
正
子〔
香
我
美
町
〕

３
　
位
　
久
保
靖
子
〔
香
我
美
町
〕

　春です。進学、進級と新しい環境へ希望に胸をふくらませ新

たな気持ちでスポーツを始めてみませんか？スポーツ結果は教

育委員会スポーツ振興係（　 57-7523）までご連絡ください。

　　　　　　　　　　　　　　　〔スポーツ結果は当時の学年で掲載しています〕

特選作品

入賞者 -香南市のみ掲載（敬称略）-

《書道の部》・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【褒状】

　〔野市町〕竹森桂翆・矢島京華

【奨励】

　〔野市町〕刈谷美翠・大谷紅舟・森玉琇・西内可々

【入選】

　〔野市町〕中島乃舞・島内瑞紅・池上美恵

　　　　　町田尚桜・戸梶帯雨・刈谷祐子

　　　　　岩井純子・溝渕龍紀・溝渕文泉

　　　　　藤村子順・村井聡子・田内松峰

　　　　　大谷貴恵・高柳志保・和田瑛子

　〔夜須町〕城武美穂・中村雅子・佐々木港花

《絵画（洋画の部）》・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【褒状】

　〔野市町〕田村崇・和田千草

【奨励】

　〔野市町〕太田和雄

　〔夜須町〕溝渕裕泉

【入選】 

　〔香我美町〕岡本康子・小藤武

　〔野市町〕西村敬・杉本平・岡林泰子・荒谷泱

　〔吉川町〕北岡靜子

財
団
法
人 

高
知
県

体
育
協
会
表
彰

　
こ
の
賞
は
、
小
学
生
は
競
技
別

の
全
国
大
会
で
入
賞
し
た
人
。
中

学
生
は
中
体
連
・
中
央
競
技
団
体

主
催
の
全
国
大
会
、
お
よ
び
そ
の

他
の
全
国
大
会
で
入
賞
し
た
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
香
南
市
で
は
１
団
体
、
個
人
２

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞

奨
励
賞

夜須中学校ヨット部
第４回全国中学校ヨット選手権大会

優勝

宇
賀
映
輔
く
ん

（
野
市
東
小
学
校
６
年
）

福
本
裕
大
く
ん

（
野
市
東
小
学
校
６
年
）

▲「表現方法の幅広がって見るのが楽しい」

と絵画を鑑賞

第
31
回
全
日
本
選
抜
少
年

剣
道
個
人
錬
成
大
会

小
学
生
個
人
の
部
　
３
位

平
成
19
年
昇
龍
旗
争
奪
全
国

選
抜
少
年
剣
道
大
会

小
学
６
年
個
人
の
部
　
２
位

　　広報こうなん 2007.4(19) 広報こうなん 2007.4 (18)
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 56-3500のいち動物公園

「どんぐりを活用した取り組み」の巻

絵
馬
重
ね
湯
島
天
神
梅
盛
り

紙
雛
も
添
い
て
華
や
ぐ
ひ
ひ
な
の
間

申
告
の
す
み
し
く
つ
ろ
ぎ
雛
の
間

納
経
の
途
切
れ
て
僧
の
憩
ふ
梅

老
い
て
な
ほ
心
華
や
ぐ
雛
の
間

苔
の
庭
宮
の
白
梅
散
り
敷
け
り

Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ
タ
ー
ン
に
里
暖
か
し

火
伏
祭
時
代
絵
巻
の
行
列
に

小
さ
き
影
枝
に
物
芽
の
さ
だ
か
に
も

朝
餉
ど
き
告
げ
る
か
の
ご
と
笹
鳴
け
り

二
ン
月
や
実
母
八
十
八
回
忌

映
り
た
る
紅
梅
揺
ら
し
鯉
の
鰭

山
の
色
ふ
く
ら
ん
で
来
し
風
光
る

味
　
重

富
　
代

節
　

佳
　
子

と
み
え

直
　
子

あ
き
子

綾
　
子

い
つ
子

し
げ
み

宝
　
大

昌
　
男

康
　
夫

た
ち
ば
な
会

西
川
俳
句
会

文
芸
文
芸

 動物のおはなし

 動物のおはなし
⑫

ひ
い
な

あ 

さ 

げ

あ
い

え
　
　
ま

ひ
れ

ひ 

ぶ 

せ

▲園内に設置されている
　　　　　　　「どんぐりポスト」

▲どんぐり感謝祭

野
　
市

香
我
美

４
月
お
は
な
し
会

野市図書館より　　　56-3434

夜須図書室より　　　54-2121

●休館（室）日
  （香我美・野市図書館)４月/2・9・12・16・23・29・30

（吉川図書室)４月/1・7・8・14・15・21・22・28・29・30

（夜須図書室)４月/7・8・30

おいでよ!まちの図書館へ

絵
本
読
み
聞
か
せ
…
14
日
・28
日
（
土
）

お
は
な
し
の
会
…
４
日
・18
日
（
水
）

な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
…
14
日
・28
日
（
土
）

プ
チ
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
…
21
日
（
土
）

『ジロがなく』新装版　山下ケンジ/作・絵

Pick
 up!
Pick
 up!
『お手紙レッスン』

D.J.ルーカス/作　トニー・ロス/絵

　いじめ、争い…ジロが出会うものは

今、わたしたちが憂えるもの。著者・山

下ケンジさんが描くジロの力強い視

線にはしびれます。なぜ野良犬ジロは

なかないのか。子どもたちに読んで聞

かせたいだけでなく、大人にも一読し

てほしい１冊です。

◆夢を与える                                        綿矢りさ/著

◆駆け込み、セーフ？　　　　　　　　　洒井順子/著

◆四文字の殺意                                     夏樹静子/著

◆辰巳芳子慎みを食卓にその一例　　　　辰巳芳子/著

◆ベネチアと金のライオン（マジックツリー・ハウス19巻）

                                 メアリー・ホープ・オズボーン/著

◆きっと勇気が湧いてくる魔法の言葉３こころにのこる言葉

                                                             中井俊巳/文

◆はるかぜのホネホネさん       にしむらあつこ/さく・え

◆漢字えほん（スキンシップえほん）               わらべきみか/絵

◆千の風になって　ちひろの空　　　新井　満/著

◆最愛　　　　 　 　　　　　　　　 真保裕一/著

◆図書館危機　　　　　　　　　　　有川　浩/著

◆教育力  　　　　　　　　　　　　 斎藤　孝/著

◆ひとり日和　 　 　　　　　　　　 青山七恵/著

◆どろんこそうべえ　  　　　 たじまゆきひこ/作

◆アンパンマンとしゃぼんだまん　

　　　　　　　　　　　   やなせたかし/さく・え

◆いのちのおはなし　　　　　　   日野原重明/著

新
着

   

案
内

《
大
人
向
け
》    

　《
子
ど
も
向
け
》

《
大
人
向
け
》  

　 

《
子
ど
も
向
け
》

＊今月の一冊＊

　病気がちでいじめられ

っ子の少年と人気児童文

学作家の手紙だけで構成

された、ユーモラスで心

あたたまる物語です。

　読んだ後、誰かに手紙（メ

ールではなく）を書きた

くなりますよ！

　新年度より雑誌コーナーが復活しました。
貸出し期間は１週間です（雑誌のみ）。

　たくさんのご利用をお待ちしています。

新
着

   

案
内

　
の
い
ち
動
物
公
園
は
、
園
内
に
多
く

の
木
々
が
配
置
さ
れ
緑
豊
か
な
動
物

公
園
で
す
。
シ
ラ
カ
シ
、
ア
ラ
カ
シ
、
ウ

バ
メ
ガ
シ
、
ク
ヌ
ギ
、
ス
ダ
ジ
イ
な
ど
、

ど
ん
ぐ
り
の
実
る
木
々
が
散
在
し
、
秋

に
は
ど
ん
ぐ
り
拾
い
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
「
ど
ん
ぐ
り
拾
い
」

を
通
じ
て
、
動
物
や
自
然
、
動
物
園
と

の
つ
な
が
り
を
実
感
し
て
も
ら
お
う

と
来
園
者
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
平
成
16
年
か
ら
毎
年
秋
に
な
る
と
、

「
ど
ん
ぐ
り
ポ
ス
ト
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。そ
こ
に
集
ま
っ
た
ど
ん
ぐ
り
は
、

エ
サ
（
主
に
ニ
ホ
ン
リ
ス
）
や
イ
ベ
ン

ト
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
は
単
に
ど
ん
ぐ
り
集
め
が
目
的
で

は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
な
参

加
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

期
待
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
、
親
子
で
ど
ん
ぐ
り
拾
い
を

す
る
姿
も
見
ら
れ
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。

 

ど
ん
ぐ
り
を
園
外
か
ら
届
け
て
く

だ
さ
る
人
も

増
え
、
３
年

目
に
し
て
少

し
ず
つ
認
知

さ
れ
た
と
実

感
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
約
50
㎏
の
ど
ん
ぐ
り
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
協
力
に
感
謝
し
、
11
月
23

日
と
お
正
月
に
開
催
す
る
「
ど
ん
ぐ
り

感
謝
祭
」
は
大
変
好
評
で
す
。
ど
ん
ぐ
り

グ
ッ
ズ
作
り
（
ト
ト
ロ
や
ス
ト
ラ
ッ
プ

な
ど
）
や
ど
ん
ぐ
り
の
苗
木
の
無
料
配

布
と
併
せ
、
里
山
や
環
境
保
護
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
苗
木
は
職

員
が
１
年
か
け
て
育
て
た
も
の
で
す
が
、

意
外
に
も
ど
ん
ぐ
り
を
土
に
埋
め
る
と

ど
ん
ぐ
り
の
実
る
木
が
育
つ
こ
と
を
知

ら
な
い
人
が
多
く
、
驚
か
れ
て
い
ま
し

た
。
今
年
の
お
正
月
に
は
来
園
者
と
散

策
路
に
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
さ
や
か
な
取
り
組
み
で
す
が
、
こ

の
様
に
来
園
者
の
自
主
的
な
参
加
が
増

え
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今

後
も
地
道
に
こ
の
取
り
組
み
を
続
け
、

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

 
 
 
 
 
 
 

飼
育
係
　
山
田
信
宏

わ

職員が育てた
　どんぐりの苗木

▲

　どんぐりには大人も子どもも、

つい拾いたくなる不思議な

魅力があります。

県立のいち動物公園発



編
集
後
記

▼
香
我
美
芸
能
大
会
、
吹
奏
楽

や
チ
ン
ド
ン
、
日
本
舞
踊
、
ジ

ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
な
ど
、
プ
ロ

顔
負
け
の
演
技
を
、
楽
し
く
観

覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も

得
を
し
た
気
分
で
し
た
。
中
で

も
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
大
好
き
の
私

は
、
山
北
ハ
ッ
ピ
ー
ズ
の
「
オ

レ
ン
ジ
の
妖
精
」
に
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（
松
）

▼
合
併
し
て
一
年
が
た
ち
ま
し

た
。
19
年
度
の
広
報
編
集
委
員

会
の
目
標
は
『
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
広
報
』
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
、
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
話
題
や
特

集
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
！
最
近
、
55
号
線
沿
い

で
お
遍
路
さ
ん
を
見
か
け
ま
す
。

気
候
の
良
い
時
期
に
歩
か
れ
る

人
が
多
い
そ
う
で
す
。
高
知
県

内
で
も
お
遍
路
さ
ん
休
憩
所
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
歩

い
て
み
ら
れ
て
は
…
。 

（
Ｎ
）

▼
校
了
後
ノ
春
眠
ハ
更
二
暁
ヲ

覚
エ
ズ
で
す
。
　
　
　
　
　（
井
）

　

 《
広
報
へ
の
メ
ー
ル
》

k
o
u
h
o
u
@
c
i
t
y
.
k
o
c
h
i
-
k
o
n
a
n
.
l
g
.
j
p

《
香
南
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
k
o
c
h
i
-
k
o
n
a
n
.
l
g
.
j
pずっと忘れないずっと忘れないずっと忘れない

お
わ
び
と
訂
正

　
暖
か
く
な
り
、
お
遍
路
さ
ん
が
歩
い
て
い
る
姿
を
見

か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先
祖
の
供
養
や
自
分
を

見
つ
め
直
す
た
め
に
四
国
88
ヶ
所
を
巡
る
旅
。
今
回
は

香
我
美
町
岸
本
の
「
ヘ
ン
ロ
小
屋
」
を
紹
介
し
ま
す
。

広報こうなん 2007.4 (22)

や
り
ゆ
う

で
え 

⑪

や
り
ゆ
う

で
え 

⑪

や
り
ゆ
う

で
え 

⑪

や
り
ゆ
う

で
え 

⑪

お
遍
路
さ
ん
が
心
休
ま
る
場
所
を

お
遍
路
さ
ん
が
心
休
ま
る
場
所
を

 

　

岸
本
地
区
の
旧
道
を
お
遍
路

さ
ん
た
ち
が
大
き
な
荷
物
を
担

い
で
歩
い
て
い
き
ま
す
。
三
浦
幸

造
さ
ん
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

そ
の
姿
を
見
続
け
、
路
上
で
お
接

待
す
る
な
か
で
、
お
遍
路
さ
ん
た

ち
に
休
ん
で
も
ら
う
休
憩
所
を

作
り
た
い
と
い
う
夢
を
膨
ら
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

　

五
台
山
竹
林
寺
で
行
わ
れ
た

建
築
家
歌
一
洋
さ
ん
の
「
ヘ
ン
ロ

小
屋
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
造
る

構
想
展
」
を
見
に
行
き
、
ヘ
ン
ロ

小
屋
建
設
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
建
設
に
は
三
浦
さ
ん
が
会
長

を
務
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
岸

本
は
た
ち
会
」
の
力
が
か
か
せ
ま

せ
ん
で
し
た
。
資
金
や
土
地
は
、

地
元
有
志
の
協
力
が
あ
り
急
ピ

ッ
チ
で
進
み
、
ヘ
ン
ロ
小
屋
は
平

成
16
年
５
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
無
人
の
ヘ
ン
ロ
小
屋
で
す
が
、

お
遍
路
さ
ん
に
く
つ
ろ
い
で
も

ら
え
る
よ
う
に
毎
朝
掃
除
し
、
ク

ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
お
茶
の
用

意
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
が

季
節
の
花
を
生
け
る
な
ど
、
お
遍

路
さ
ん
へ
の
心
遣
い
に
、
み
ん
な

の
善
意
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

一
年
に
約
千
人
が
訪
れ
る
こ

の
ヘ
ン
ロ
小
屋
に
は
記
帳
ノ
ー

ト
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ノ
ー
ト
記
帳
第
１
号
は
名
古

屋
か
ら
の
松
井
さ
ん
。
88
ヶ
所
を

ま
わ
る
ま
で
は
自
分
一
人
の
力

で
生
き
て
き
た
と
自
負
し
て
い

た
松
井
さ
ん
は
、
ヘ
ン
ロ
小
屋
で

の
接
待
で
、
自
分
が
み
ん
な
の
中

で
生
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
気

が
つ
い
た
と
三
浦
さ
ん
に
話
さ

れ
た
そ
う
で
す
。「
そ
ん
な
ド
ラ

マ
が
詰
ま
っ
た
ノ
ー
ト
。
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
て
元
気
が
出
る
」
と

三
浦
さ
ん
。

　

訪
れ
る
お
遍
路
さ
ん
は
「
気

候
の
よ
う
に
高
知
の
人
は
あ
た

た
か
く
、
親
切
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

四
国
88
ヶ
所
を
歩
く
こ
と
で
人

の
や
さ
し
さ
に
触
れ
、
自
分
が
一

人
で
は
な
い
こ
と
を
再
確
認
で

き
る
そ
う
で
す
。

　
今
後
、
た
く
さ
ん
の
お
遍
路
さ

ん
が
利
用
し
、
そ
し
て
人
の
気
持

ち
が
集
ま
っ
て
く
る
こ
の
ヘ
ン

ロ
小
屋
で
は
、
誰
も
が
そ
の
温
か

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

▲みんなの協力でできたヘンロ小屋と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三浦幸造さん

▲記帳ノートにメッセージを書き込む

　　　　　　　　　　　　　　　　　お遍路さん

季節の花やお茶で歓迎

月
見
山

こ
ど
も
の
森

岸本
小学校

太平洋

→夜須赤岡←

岸本地区旧道

堀
川
堀
川

国道55線

ヘンロ小屋ヘンロ小屋

▼

ねむたい
　 です…

香
南
市
広
報
「
こ
う
な
ん
」
平
成
十
九
年
四
月
一
日
発
行
　
　
　
　
　
　
編
集
・
香
南
市
広
報
編
集
委
員
会
　
発
行
･
香
南
市
役
所
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　｜ 

5292

高
知
県
香
南
市
野
市
町
西
野
二
七
〇
六

℡
（
〇
八
八
七
）

五
六
|
〇
五
一
一


